社会におけるJESMの基本的な立場
JESMは、電気事業法に基づく外部委託制度のもと、電気保安管理業務を行う電気保安法人です。電気設備の安全を最優先に、設備メーカー、販売会社、施工会社、運用会社などから独立した立場で、公平かつ中立的に保安上の判断を行います。
1．電気設備の安全を守る専門機関
JESMは、法令、技術基準、保安規程およびJESMの保安基準に基づき、設備の状態を客観的に確認します。不具合や安全上の問題が認められた場合には、設置者や関係者に改善、改修、再試験などを提案し、事故や故障の未然防止に努めます。
2．中立性・独立性・公平性
特定のメーカーや施工会社に偏ることなく、すべての設備を同じ基準で確認します。取引関係や事業上の利害に左右されず、安全上必要な指摘や改善提案を行うことが、電気保安法人としての責任であると考えています。
3．保工分離の考え方
JESMは、保安業務と、設備の企画・製造・販売・施工・改修工事などを明確に分ける「保工分離」を重視します。設備をつくる立場と、その安全性を確認する立場を分けることで、客観的で信頼性の高い保安管理を実現します。
4．蓄電所は未来を支える社会インフラ
蓄電所は、再生可能エネルギーの有効活用と電力の安定供給を支える重要な社会インフラです。蓄電池、PCS、EMS、キュービクル、保護装置、接地設備、配線、通信設備などで構成されるため、設計・施工・受電・運転・保守の各段階で高い安全性が求められます。
5．蓄電所の安全をライフサイクル全体で支える
JESMは、蓄電所の設置から受電、運転開始、月次・年次点検、遠隔監視、事故・故障時の対応まで、設備のライフサイクル全体を見据えた保安管理に取り組みます。中立性、独立性、公平性を大切にし、安全で信頼される蓄電所づくりを通じて、持続可能なエネルギー社会の実現に貢献してまいります。
	電気の未来を守り、地球の明日をつくる。



